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る（関口・林，2009）。相互作用的公正（Bies, 1987; Tyler & Bies, 1990; Colquitt, 2001）は，結果に至
るまでにどれだけ個人的な配慮や誠意が示され，偏った対応をしていなかったかについての個々の知
覚とされる。すなわち，従業員と組織の代理人である上司との対人的相互作用のあり方も，組織的公












人々は離職する可能性を持つ（Colquitt, Conlon, Wesson, Porter & Ng, 2001）。つまり，逆にいえば公正
が知覚させることは人材を引き留める機能を持つ。組織にとって，コア人材の離職は避けるべき問
題であるということを意味する２。離職以外では，個人の公正知覚が高まると，OCB（Organizational 
Citizenship Behavior: Organ, Podsakoff & MacKenzie, 2006）や組織コミットメント（organizational 
commitment: Meyer & Allen, 1991）等といった行動・態度を媒介して，組織のパフォーマンスに貢献
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研究における上司−部下関係（LMX: Leader Member Exchange）の議論に近い５。先行研究（Dansereau, 













おけるタスク行動に近いとみることができる。例えばYukl, Gordon & Taber（2002）は，計画策定，目標等の明確化，そ
してモニタリングといったタスク達成のための行動を分類している。これを職務に直接かかわるような情報を開示して
いると解釈すれば，情報的公正の範疇であるともいえる。加えて，ソーシャルサポート研究における，情緒的サポート














例えば，Cropanzano, Prehar & Chen（2002）は，LMXを相互作用的公正の結果変数と捉え，両者を区
別している。このときの相互作用的公正の測定尺度は，人事評価の場面において上司が真摯に対応し
たか，情報公開を正しくしているかなどといったTyler & Bies（1990）の項目をもとに作成したもの
であり，一方LMXはWakabayashi, Graen & Uhl-Bien （1990）をもとに作成されている。ここでは両者
が弁別可能であることを所与とした立場で分析を行っているため，両者の弁別可能性について直接的
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には組織的同一化を媒介し変革行動に至るプロセス（Fuchs & Edwards, 2012）やOCBの規定因として










































　小林（2004）やSheppard, Lewicki & Minton（1992）によれば，公正の判断は均衡と正しさという２
原則によって行われるという見方がある。つまり，一定の状況や行為は，類似の状況における類似す
る他の行為と比べて均衡がとれ，かつその行為が正しいと思わせるような性質を含むと判断されると
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Issues of Organizational Justice Theory and Its Theoretical 
Prospect: For Fairness of Human Resource Management 
Atsushi Yogo
Abstract
　In this article, some issues that organizational justice theory is faced are discussed based on the present 
research. To be more speciﬁc, the relationship between the prescriptive justice theory and the empirical justice 
theory is described at ﬁrst. Then, consider the issues that are left about the argument of distributive justice, 
procedural justice and interactional justice. Based on those consideration, two main questions such as “what 
is the justice for ﬁrms to manage?” and “where is the signiﬁcance of the fairness management from the view 
of HRM?” are conﬁrmed. As a conclusion, some perspectives for further empirical research will be designed 
through the review.
－203－
